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我國中世の損害賠償制度
金　　澤　理　康
第一　緒 論
　違法行爲に封しては、刑罰叉は損害賠償を以て制裁せられる
ことは古來の制であるが、その軌れk重黙が置かる㌧か、虹に
之を繹一的に課するか叉は重畳的に課するか、等の鮎に就ては、
國によう叉時代によう可なウ相違がある。損害賠償中には金銭
賠償と原献同復との双方が含まれる。
　我國に於ても諸外國に於けると同様、古くは爾者未分の状態
　　　ツ　ミ　　ゲガレ　　　　　　　　ミソギ　ハラヒに在う、都美・糠に封しては喫・祓を行ふべきものとせられて
ゐた。祓の實禮は身禮的叉は財産的苦痛を輿へる事であう、一
身のみならず家族に迄も及ぼされ、それによウ秩序維持椛者の
満足を圖う、且被害者の満足を企圏しぬのであつぬ。祓の目的
での財物の提供は、大化前代の末期に於て、被害者側に封して
爲されぬる實例がある（註）。然しそれは遠法なるものとして禁
止せられて居る所よ動見れば、必ず秩序維持糠者に封して行は
るべかウしものとせられてゐた、と解すべきである。從つて被
害者側は、加害者に苦痛が與へられて居る皐實を見て精帥的満
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足を爲し、それを以て已むべきものと考へられてゐたものと思
ふo
（註）　日本書紀、巻二十五、天萬豊日天皇、大化二年三月廿一日の詔、宋段。
　此考へ方は、次の大化改i新後の時代、帥ち律令格式支配の時
代とも言ふべき時代に於ても、原則的に維持された。即ち刑罰
と損害賠償とは未分の歌態に在卦、被害者側の精神的満足が主
流を爲し、損害填補の如き事が行はる㌧揚合でも（註一）、その目
的は復讐断念金（Urf曲de）の如き性質を有し、精紳的満足が
主となつてゐブ～ことを認め得る。律令の定むる恩赦せられたる
死刑囚の移郷の制は、被害者側の復讐を避けんが爲であつたこ
と＼思ひ合せれば、容易に之を了解し得る（註二）。但しこれは被
害者が個人たる揚合に言ひ得るのであつて、被害者が國家なる
場合には、寧ろ主眼が損害填補に置かれてゐたと見るべき場合
が可な参多い（註萄。所犯が賠償し得ざるが如き性質のものなる
とき、例へば紳璽・關契・詔書等を盗みたる場合に、刑罰のみが
科せられブ～る事は言ムを険たない（註四）。
〈註・一）　律逸文、闘訟律、過失殺傷人條（新訂櫓補國史大系、第二＋二巻一以下
　面表示は省略に從ふ）。令義解、獄令、傷損於人條。
（註二）律第七、賊盗律、移郷條o故唐律疏議、第十八巻、賊盗、殺人移i郷（國躯
　基本叢書、唐律疏議、三巻五四頁）o殊に後者の疏議文には「此等並不在移i郷避
　餓之限」の文言があるo
（註三〉後段4頁以下滲照。
（註四）律第七、賊盗律、紳璽條及詔警條◎
　鎌倉幕府開設以後も、前代と同様に、被害者側の精紳的満足
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が主流を爲して居る羅iに於ては鍵化なく、例へば篇盗に關し被
害額僅少なるときはその倍額を返還すれば庭罰を苑れ、それを
超えたる揚合には騰刑を科せらるべきこと＼なつてゐる（註）。財
産刑の増加顯著なるものがあるが、それは秩序維持権者に封す
るもので、相手方に封する性質を有するものではない。室町幕
府の法制虹に戦國諸家の分國法に於てもその精神は維持せられ
てゐるo
，（註）　式目新編追加第百十四條o
　債務不履行が違法行爲の一種として不法行爲と同一範躊に属
することは、現行法に於て學説判例の一致せる児解であるが、
我中世に於ても同様に取扱はれブ～。唯利息附債務と然らざるも
のとの間には、可な蚤取扱上の相違があつた。即ち無利息債務
の滞納に關しては嚴格に取扱はれるが、利息附債務の滞納は左
して答められず、寧ろ利息制限に違反して過當の利息を徴牧せ
ざる様、債樺者に封する禁止規定が綿密に置かれてゐるのを見
るのであつて、後に徳政行はる＼k及んでも、爾者の問には非
う拷な匠別が見られるo
　以」二の如き廣義に於ける違法行爲を考へ、之に剴する反撃の
内特に被・害者に甥する損害賠償の部面よウ、我國中世の法制を
槻察せんとするのが本稿の同的であるが、無論他の反撃たる刑
罰にも必要ある限ウ鯛れざるを得ないのであ蚕、叉、徳政等の
一般債樺法にも論及すること＼なる。こ＼に中世とは大膿大化
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改新の頃よウ戦國諸家の法制迄を指す事とする。そしてその時
代に限定したのは、姉妹稿ぬる拙稿「濁逸中世の損害賠償制度」
（旱努霧欝護第）に倣つたものに過ぎない。取扱ふ時代は九百年以
上に亙う、法律膿系の系統も、前期の撮取法的なるに比し、後
期のものは内登法的色彩を多分に有してゐるので、爾者を画別
して前期後期と爲し、最初に、律令格式時代を置き、次に式目
條目時代を置くこと㌧する。
二第 律令格式時代
　律令格式時代に於ける損害賠償は様々な語を以て表現せられ
た。備償といふ事が多いが、その外、倍備、辮備、填納、贈な
どの語が用ひられて居る。損害賠償は當事者關係に於て、官（政
府）と官人（官吏）との問、官と私人との問、私人相互問の三
種に分たれ、規定虹に實際の重織は第一のものに置かれ、第二
第三のものは多く一括せられ、そして第一のものに比し寧ろ輕
く扱はれて居た。
　官と官人との問の備償填納に關する關係は、交替式に記すも
のとそれ以外のものに記すもレ）とに分ブ～れる。交替式とは國司
其他の任期ある官吏が任期至りて交替する揚合、前任者よウ新
任者への、廓務殊に管理財産の引繊に關する規定である。延暦
廿二年（A．D．803）二月廿五日の所謂延暦交替式は、地方官たる
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國司の交替に關してのみ定めて居るが、貞観十年（ムn868）の
所謂貞観交替式は、内外官交替式とも稽せられ、京官に關して
の交替をも定めてゐる。爾者とも交替に關する在來の法令をそ
のま＼集録したに過ぎないものであるが、延喜廿一年（んD・921〉
一月廿五日の斯謂延喜交替式（塁纂宴）は、從來のものを分解整
理して全部箇條書に改め、組織化し法典化してゐる。軌れのも
のも、事、備償に關しては其内容に於て大差なく、よつて一括
して考察すること㌧する。
　在任中に生じたる飲負未納は、宥恕すべき理由あるものを除
くの外、凡て填納の義務を前任者が負ひ、新任者はその責に任
ぜずとして居う、その主張を爲さんとする新任者は豫め太政官
に封して不典解由歌を提出して置くことが必要であると定めて
居る。元來正税官物は整備せる姿に於て維持せらるべく、正倉
　　　　　　　　　エイ（不動倉・動倉）の在穎（穎＝モミ）は必ず、その定』まれる藪量存す
べく、武暑暑庫の兵暴は員数に満ちて居ることが必要である。前
者に關しては天卒十七年（A．D。745）一トー’川6七Hレ）定によ今、
　　　　　　　　ク　ゲタウ特に正税の内よわ公廊稻なる竜のを割き取6、大國稻四十萬束、
上國岡三十萬束、中國1司二二十萬束、下國同十萬束を以て元本と
して、之を出基（利息附消費貸借）の方法によつて人民に貸付
け、その利息年三割に常るものを以て毎年レ）訣負未納を満プ～さ
しめ、役所の経常費に充て、而もなほ飛鹸菱）らば’國司の守以響ド
が所得するを得べきものと定められぬ。斯くすると、之を出來
6 我國中世の損害賠償制度
得る限ウ多量に所得せんと圖るは人情の常である。果然、天李
寳字元年（AD．757）十月十一日の太政官符に依れば、「各食二公
癖一。競起二孚論一。自失二上下之序一」といふ状況となつたので、庭
分法を明確に規定し、（一）官物の敏負未納を填め、（二）國内之
儲物を割き、（三）残蝕を長官六分次官四分到官三分主典二分史
生一分の割合にて所得し得べきものと定めた。國博士・馨師は
史生に準以員外官は本獣準ずる（魏嚢九鋪なる語は本來
役所費用全禮の意であつたのであるが、こ㌧に於て別異な意義
を生じ、國司の守以下の分配所得分を意味するに至つブ～。それ
はなほ在來の廣義に於て用ひられないではなかつブ～が、爾來多
くの揚合、新しき狭義に於て用ひられて居る。官人に封する特
別なる庭罰として「解二見任一奪二公厩一」といふ語が頻繁に現は
れて來るが、これは勿論此狡義に於て用ひられて居るわけであ
る。叉遙任國司叉は員外官が都に置かれるに至るのも、一に此
狭義の公癖が目標であつた。
　公癬は年毎に決算せられる。若し年の中途に於て官人の交替
あ蚤たる揚合には、「彼此有功」との理由で、前任者と新任者と
で中分したのであつた。これは寳亀三年（A．D．772）の定である。
然るに牧納事務には多大の勢苦を件ふとの理由で、延暦五年（A．
D．786）六月一日の格は之を改め、新任者が牧納すれば新任者に
得分槽あウ、前任者が既に牧納すれば前任者に樺利あ卦とした。
而もこれに封しては再び1不公2ドの諺起ム、延暦二二十二二年・（A・D・
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803）再度改革あつて、毎年六月以前に着任したる場合には全部
i新任者の所得となム、七月以後に着任しれるときには前任：者と
新任者と折牛すること＼なつた（菱替嚢）。此外着任早々にて「資
用乏少」なる新任國司は、延暦二十五年（瓦Dβ06）三月廿四日
の勅によつて、公癖として受領すべき額の四分之一に當る正税
を借貸（無利息消費貸借）して之を使用することが許さる㌧に
至蚕、天雫十年（践D．738）三月九日以來の禁止的措置は改まつ
た。但しその返還義務は、その恩恵的性質の故に極めて嚴格で
あう、その年の分癖庭分に際し何ようも先に填補上納すべく、
尤とへ共者死亡すると錐も、一般原則の例外としてその債務は
消滅せざること＼せられ、叉填納に先つて轄任することあムξ
もその責は冤れざる物とした（裏替饗）（翫
（註）國司が任國を去る揚合には、長官に人夫三十人馬二十疋を、以下差を作して
　凡ての官人に夫馬が給せられ、徴郷に逸らしめられるのであつた。これは和銅五
　年（A』D．712）五月＋六日の絡に於て既に「因循成、例」と冒つて居り、式に於て
　も亦之が認めらわてゐる（貞槻交替弐、延喜交替式）。
　國司の交替に際しては、官含、正倉、暴侯、池堰、國分寺、
憩耽其他は完全なる姿に於て新任者に引渡さるべきであ卦、之
k遠反することは違法であつブ～。從つて中破以上のものは修理
を終つて後、新任國司は初めて解由（責任解除轡）を前任者に
交付すべきもので、その修理費川は、前任者の内主典以」二の公
，厩を以てし、足らざる揚合には私財をも提供せしめて、新任者
の手によ卦修理を完了すべきであつブ～。尤も、小破は彿役を以
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て新任者修理を完了すべきものとせられる。但し郡司の行ふべ
かうし修理は郡司行ふべきこと言ふ迄もない（蒙i替妻）。尤も後に
は國司と郡司との行ふべき分を惣計、折牛して負櫓せしめたや
うである（雛）．
　倉庫内に藏置すべき正税官物は敏負未納無き様に維持せらる
べきであ卦、それが出納に關しては、四等官制度の性質上、國
　　　　カミ　　スケ　ジヨウサクワン司の杢員（守、介、橡、目）が連帯責任を以て之に當るべきで
あウ、從つて若し敏負未納あれば、之を杢員にて填納すべきは
當然である。然るに天雫三年（践D．731）四月廿七日の太政官奏・
可は、出基に關して「犯失」あらば、出墨に事實上當うたる人
のみが責任を負ふと定めたので（裏替翼）、而も其後出でたる天卒
勝寳七年（AI）．755）七月五日の太政官符も亦、動物即ち動倉の
藏置物に關し、及び不動物即ち不動倉の藏置物に關し、「徴二當時
専當人一令二償填一」と定めたので、途に連帯責任の制は破れた
（麩替嚢）。而もたとへ惣目に署名して居るやうな場合でも「専當
之人」で無かつたと稔して、自己の公廊の分配は之を受けつ㌧、
而も共同填納は之を拒むことが風習を爲すに至つた（裏替饗）。然
しながら斯くては到底敏負飲損を填充するは不可能であウ、叉
公廊は先づ之を以て敏負未納を填めんとの制度目的を没却する
に至つたので、弘仁五年（AJ）．814）七月廿日の太政官奏・可に
よう「脈有歓物。令二共填納一」ること＼改めア～（塁替奨〉。か＼る
問に連帯債務をn己の負櫓部分だけ果して、蓮帯の責を苑る㌧
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方法が案出せられ、途に弘仁三年（AD．812）三月二十三日の右
大臣奉勅宣によつて「任中ノ未納雑官稻。・…常時國司史生已
　　　　　　　　　　む　　む上。共作三差法一〇各填二己分一〇且給二解由一〇」　との制を確立した
（裏替饗）。そして此制は地方官たる國司に封してのみならず、貞
槻二年（A．D．860）九月廿五区の右大臣奉勅宣によつて、京官史
生以上に關して髄用観祝と嫁卯～（裏替饗）。この新なる
責任解除の方式を以ても國司は未だ満足しなかつた。更に進ん
で牛額を郡司に轄嫁することを案出し、承和十二年（ムD桝5）
十月廿二日の右大臣奉勅宣によつて、國司郡司は同罪なるが故
k「其備償之法。中二分其物一〇牛分國守以下作、差填、之。牛分
者郡領以下作Σ差填㌧之」を定とするに至つた（萎替奨）。
　國司は正税官物等の在國諸物に關してと同様、國衙よウ．京に
迭致すべき難米（春米）虹に調庸の未進に關しても責を問はれ、
若し闘怠を致さば、國司の史生以上杢部公廊を奪はれ現任を解
かれ、叉郡司の主帳以」二杢部職田を奪はれ解任せられるのであ
つブ4塁替饗）。この制は賓魑元年（AJ）・770）五月十五H分太政官
符よう同四年関十一月汁三Hの太政官符を纏で延暦八碓（A・D・
789伍月＋五日の太政官織姪るもなほ維持せられノ～（聖）。然る
に延暦十四年（A。1）．795）七ル1卜七liの右大臣奉勅宣によつて前
蓮の例と同じく「自今以後。宜國司史生已上。各作二差法一〇1惟二
未進数。割洪公廊。繊色燗　．」と改めらる＼に至つた（聖）。こ
れと同糠なる趣旨を以て承和五年（AJ）．838）の太政官符は、劉
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當の藥種を規定の藪量だけ貢納せざる事があれば、諸國に在る
署師は主當人としてその責を問はれ、未進の多少を問はず署師
の公癬を没牧すべきものと定めて居る（裏替翼）。叉、牧場管理官
たる牧の長及び帳は、その牧に在る官の馬牛が放失（逃亡）す
れば、十分之三の墳備を爲す責あう、十分之七は牧子が責を負
ふ。國司は軍に科罰せらる」のみであつて填納の責がなかつた
（麩替嚢）。馬の債格は失庭當時の佑憤k依つて定まるのであつた
が（疑警餅覆牧）、牧子が負澹に堪へず逃亡する虞あるが如き事情
の下に在つては、一匹稻束二百束を百束に減債して填備せしむ
る事も行はれた。天長元年（践D．824）八月二十日の奉勅宣の如
き之である（塁替饗）。そして途に駒直は百束といふ公定債格の制
が探られるに至つた（麩替嚢）。
　次に國司の火災に封する責任に關して延暦五年（A．D．786）八
月八日の勅に、正倉の焼殿せられたるときには從來紳災と稻し
て責を苑る＼ことが多かつたが「自今以後。不〉間二紳災人火紛
宜》令下二當時國郡司一填，P備之上o」と改め、叉「勿下解二見任一絶，卜譜
第上」としてゐる（摯峯甲舞奥拳夏七）。即ち不可抗力を以て苑責の抗
辮とすること認めず、責任を問ふが、然しその故を以て現職を
逐ひ系譜上の地位を疑すが如きことはないといふのであつて、
未だ比較的寛刑主義を探つてゐる。然し斯の如き庭置と錐も「琳
乖二弘恕一」との理由によう、岡十二年（A．1）．793）四月一li・三Flの
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太政官符によつて壌止せられ、「依、法推決」せらるべきものと
なつた。即ち不可抗力の抗辮は可能となつブ～。慮が斯くすると
忽ちそれが濫用せられ、弘仁三年（A・D812）八月十六日の太政
官符は「・∵・諸國司等不、勤二粛清一屡致二失火一〇爲轟避二其責＿恒
稗二艸火一〇・…自今以後。宜下依二延暦五年八月七日格一〇不》問二
神火人火一令中賞時國司郡司及税長等。一物巳上依鰍堤納上o」と
再び態度を改めざるを得なくなつてゐる（攣番F袋鶉醇巻）。但し此
原則も揚合によつては其適用を緩和してゐる。例へば弘仁七年
（A，D816）八月二十ご日の奏に於けるが如し。即ち、i新任國司
は赴任早々であ卦「錐・領二印錐一〇交替未．畢。在二於此問一〇會逢言
失火一〇」といム欺況に於て、その新任國司に損害の填補を命ず
ることは妥當ならざる結果を見るので、特k同年九月廿五日之
に封し勅断を下して、焼失し完る上総國夷溝郡の官稻五十七萬
束は國司の磨に在る「讐師已上威從二冤除一〇郡領以下。依）例令
、墳。」と庭置した禮巽寧毒と讐菰卜臨覆）。これ斜髪令に「非常之断ひ
人主瓢之・」とい錨の噛例である（護羅翻。
　延暦五年（AJ）．786）以來、國司と郡司とが違法行爲に關し蓮
坐すべきものとせられて居る。國司内の長官以下、郡司内の長・
官以下の四等官の問でならば、名例葎の同司犯公坐條の適用に
よつて蓮坐の刑が科せらる＼ことは疑がない（讐務葎乍）。然し若
しか＼る規定無き以上は連坐すべき筈がないo從つて特に格k
よつて蓮坐すべき旨の規定が置かれたることを要する。惟ふに
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延暦の初年にかけて火災多く、爲めに政府は之が封慮策として、
延暦二年（AJ）．783）九月十九日太政官符を下してそれ迄の木造
を改め。郡毎に初めて土屋（土臓）を作卦官物を臓置せしめ遊。
そして最初一門（一棟）を作う、必要に從ひ建増しすること㌧
してゐる（皇翠鷲さ罐暦）。そしてその管理は、郡司に命ぜられ
て居たもの㌧如くである。そこで若し倉庫に火災其他の非違が
あると郡司が責任を問はれブ～。そして國司は何等責任を負はな
かつた。然し「糺＃察部内一〇國郡官司同二職掌一也。然則國郡功
過共所二預知一〇」である。而るに近年「有〉焼二正倉一〇濁罪二郡司一
不、坐二國司一〇事梢乖、理。畳合二法意一〇」といふ意見によム、延
暦五年（AJ）．786）六月一日の勅によム、以後は國司郡司の連帯
責任としブ～。但し郡司の責任は多少重く、恩赦に溶し得ざるも
のと定められた（鮒膿）。そして同年八月七日の太政官符によ
う、火災常時不在に非ざる限う、同司郡司及税長は連帯責任あ
ム、必ず填納すべきことが重ねて命ぜられた（裏寧塞奮）。斯くて
連帯i監董任が登生するに至つプ～のでオ）る。
　官と官人との間の備償填納に關する關係で、交替式以外に規
定せらる＼ものは非常に　い。一一二を拾つて見ると、先づ國司
の監督責任がある。例へば延喜式雑式に依れば、貨幣新鋳せら
れて贋止k蹄した奮銭iを京の鋳銭司に迭付するに際しては、そ
　　　　　　　　　　　　　　　コンデイの道筋に常る國の國司は強剛93敢なる健見をして護衛せしむべ
く、若し途申亡失等の事が起れば、その國の國司が填納するを
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要しれのである（舞喜義）。これ一種の無過失責任と言ふべきか・
　次に、騨馬の不當使用がある。官人は公使（官使）となつで
各地に登向し、人馬繊立の施設遊る馬睾に於て人馬の提供を受け、
逐次遠方に行き叉蹄還する。その際官馬ブ～る騨馬・傳馬を使用
することが通常である。然し若し官馬不足なる際には私馬を徴
用することを得た（雲養饗鯉舞驚禽）。軌れの揚合にも、途中にて
馬を換へずに不當に乗め過すことを許さず（購換覆馬）、叉、道
を柾げて迂同し得ない（鷺綴建遣養騨）。若し之に違反すれば庭罰を
受け（璽）、而もか＼る非理（不常使用）によつて馬が死亡すれ
ばその使用者は之を備償することを要する（腰煮讐氣驚撃蟹琵犠）。
但し途中の騨に馬の設備なかうし爲に死亡せしめ喪るときには
冤責となる（璽）。若し馬が私馬なウしときには官（政府）に於
て先づその所有者に本畜を以て酬替する。そして死馬の皮や宍
（肉Dは政府の所有とする。その酬替は非理によると理によると
を問はない。叉、死せずと錐も乗川に適せざる迄に損傷しブ～る
ときにも同様でま）るoそして若し非理の死なるときには、官人
をして官に備償せしむること啄る（雛臨震使）。
　官人ではないが、騨戸の内より選ばる＼騨長も、や＼交替式
による交替に類する取扱を受け、交替の年限は無いのであるが、
若し種々の原因にて交替を必要とするに至ウ交替する揚合に、
馬が定数に充たぬときには備償せしめられるのであつブ～（禽護馨
鋸養）．肌り購せられブ～る場碍は免～鷲られる（型）・
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　官の器物を故意叉は過失によつて棄駿し、或は亡失したる者
は、それが官文書、符印、門鏑等備償すべからざる物を除き、
凡て備償することを要する。それが倉庫内に在うたると各自の
斯持に在ウたるとを問はない。叉犯人が官人ぬると私人たると
を問はない。然し強盗せられたるときにはその責を冤れる（隻葬
難物藩震復）。亡失の揚合には三十日問の求訪期間を認める。ぞ
の間に登見し得ざるときに初めて責を間はれること㌧なる（型、，
蒲養物）。
　官と私人との問に損害賠償關係の登生する場合は非常に稀で
あつた。僅に軍馬虹に軍器に關してそれが見られる。先づ前者
を見るに、牧馬の内乗用に適するものは兵馬として軍團に附属
せしめられたが、その飼養は義務として、その軍團所厩兵士の
内富有なる者に行はしめたのであつて（裏驚響轟鞭’）、若しそれ
等の馬が正當の理由あつて死亡すれば官馬を以て替ゆるが、非
理にして死すれば飼養者は私馬を以て酬替せねばならなかつた
（鱒難爲灘）。叉、律令制勘昏ては武慕は麟なること人の知
る通ムであるが（黙篠備）、鼓角其他軍團備附の武具甲仮もあつ
ブ～。それ等のものが職闘を纏ざるに拘はらず損壊すれば、常番
：者は修繕費用の三分之二を負櫓すべく、職闘に赴くこともなく
して損壊すれば佑償叉はi新造費用杢額を徴牧1せられ、政府がそ
れを以て修理に常ること＼なつてゐる（轟灘・）。而煉殿は
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盗に準じて慮罰を受け、亡失及誤殿傷も亦それぞれ庭罰を受け
た（欝義器穫）。
　　　　　　　　　　　　四
　個人と個人との問の違法行爲には、契約關係の存在を前提と
せざるものと、之が存在を前提とするものとの双方がある。叉
前：者には財産侵害と然らざるもの、即ち生命身膿自由等を侵害
するものとがある。先づ財産侵害を観察するに、その大宗は盗
犯である。恐喝取財も盗に準ぜられ、叉不當利得も坐賊として
盗犯に準ぜしめられてゐる。生命身禮等に到する侵害は主とし
て刑罰によつて酬いられるが、賠償によることも無いではない。
以下これ等を分読すること＼する。
　盗犯等の読明に入るに先ち、まづ考ふべきは賊の概念である。
令義解によれば、非理にして財を取るを鍼と稻するのであつて、
公に入ると私に入るとは問漸でなカ・つブ～（騨講嬰）。賊は
當時六賊と稻せられ、張盗・篇盗・柾法・不柱法・受所監臨の五賊
と坐賊とがあウ、これ等は叉正臓とも稻せられブ～。後に述ぶる
倍賊と匠別せんが爲である。坐鍼とは「非二監臨主司一〇因〉事受
、財」るか、「被二人侵損一〇備償之外。因而受・財之類」を謂ふ。
從つて大膿今日我民法の所謂不常利得に該る（塞巖姦灘謬’）。斯
くて律令斯謂賊は、我現行刑法の鍼物の概念と多少範園を異に
する。蓋し、律令では牧賄罪に於ける賄賂は粧法不柾法賊とな
蚤、賭博の賭物も賊となるに反して、今日の刑法に於てはそれ
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等は賊物に包含せられぬからである（豊喬矢翌蒙塞簸）。正賊は取與
不和之賊叉は乞索之賊たる限外必ず被害者に返還せらるべ
く、庭罰あうたると否とを間はない。例へば自首したる場合に
は免刑となるが、正賊は法の如く徴牧せらるべきものとなつて
ゐる（覆摯㌔書穰）。免刑となるべき地位に在る老少の者たるとき
恵亦同じ。賊は若し之を費消した揚合には他物（叉は銭）を以
て賠償すべきであつた（筆蟹隻傑七）。その算定は犯罪の行はれ凌
る場所の犯行當時の償格を標準とする。但し實際の費債がそれ
よう高かつれときにはそれに依る（葎華事本姦穰）。若し支挑ひ得ざ
るときには勢役を以て之に代～る。一人一日働いて布二尺六寸
の割合とせられプ～（璽）。此黙、死刑以下が許されて贈銅を提出す
べき場合に、若し貧窮にして果し得ざるとき、官役折酬する割
合と同様である。軌れも五年を超ゆることはない（零鷲諭穫）。、
これは政府に入ム彼は私人に入るのであるが、彼も一慮は政府
が徴牧して更めて與ふるが故に、同一の取扱となるのである。
布は常時の貨幣ぬ6しこと言ふ迄もない。
　強盗は未途に終るも徒（懲役に近似）二二年、布一尺に該る慣
格のもの鮒れば徒三亀羅して斬首の刑壱こ至畷灘）・
篇盗は未途に終るも筈五十、一尺を得れば杖六十、累進して加
役淋至る（蟹）。か＼る刑罰を科せられブ～る上・前述の如く
職物の返還1を要求せられブ～のである。而も反撃は之のみには止
まらなかつぬ。即ち、盗犯者はその外に倍賊なるものを徴せら
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れた。倍鍼とは盗犯によつて得たると同額のものである。即ち
布一尺の債格あるものを盗めば布一尺が倍職として徴せらる㌧
定であつた（駿蓬馨麟譲豫稀。）。倍賊は元來被害：者に入るの
でなく、凡て盗賊を糺告・捕捉したる者に褒賞として給與せら
るべきものであつた（零豫畿鵡凄）。但し被害者が之を爲せば其
者褒賞せらる＼こと言ふ迄もなく、叉實際それが多かつたやう
である。これ律令の統治組織に於ては警察官司が特に設けられ
て居らず、犯罪の摘登、犯人の逮捕は私人に侯つの外なき故、
か＼る懸賞制が探られて居つたのである。唯倍賊は正職と異ウ、
若し犯人貧しくして支拗ひ得ざるときには、役身折酬せしむる
ことなく、不能の限度に於て之を冤除する定であつた（型〉。然
し斯くては糺捉者の期待に外れること㌧なる。そこでか＼る揚
合には正鍼を割いて賞する。實際徴牧し得たる正賊の五分之二
を以て賞する事となる（型）。全然正鍼現在せざるときは賞する
を要しなかつブ～（辮斐義）。之を以て覗るに被害者の受領する額は、
少くとも現實としては、犯人の資力の有無により」二下せざるを
得なかつたのである。因に倍願は斯かる目的にジ，謄徴牧せられ
るのであるから、自首しぬる揚合にはその必要なき故、之が免
除せらる㌧ことは常然である（1瞠事1！蕎穰）。反坐によウ罰せら
る＼揚合亦然う（製歩濃罪）。叉、盗物を盗める者の倍鍼は没官
せられる（髭蟹奪戯葎）。共理削こ、被害者は倍職を最初の盗人よウ
得てゐるのであるから、之に加へて韓盗者よム倍職を獲るは常
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を得ないとしてゐる（璽）。蓋し、糺捉するは多く被害者である
から、それを例としたに過ぎない。他人が糺捉者なるときには
法令に從つて賞を與ムること言ふ迄もない（璽）。褒賞主義は盗
犯の糺捉のみならず、逃亡奴脾を捉獲したる揚合にも行はれた。
若し、當時牛馬に近き法律上の地位を有しぬる奴碑が、逃亡し
ぬる時よう一ケ月以上を纏たる後に捉へて提出せられ＼ば、奴
脾の債格の二十分之一の賞が所有者よう與へらるべきもので、
一年以上なるときには十分之一の賞が與へらるべきものとせら
れた（零落蟹鵡凄）。但し逃亡者が七十歳以上とか纏病ある：者と
かにて、勢役に適せざる者なるときには褒賞は牛減すべきもの
であつた（璽）。馳年者と錐も留置官司の許よム主人の許に逃げ
館ムたるときにも同様であつた（響表鯉稜）。
　律令は職と相虹んで贈なる概念を認めた。順は政府に入るべ
きものと考へられ勝ちであるが、然し必ずしもさうではなかつ
た。令義解は之を定義して「出ム金當。罪日．贈。入。私入。公並
同也。」と謂ふてゐる　（零鉾巖戯醤農）。從つて罰金の如き性質を有
するものも、損害賠償の如き性質のものも、政府に牧入せらる
るものも私人に牧入せらる＼ものも、凡て順と稚せられたわけ
である（震葬桀尾霧舞翌）。帥ち、贈と稻するも謎告の贈の如きは、
凡て前人（被告）即ち被害者に入るべき定であつた（型）。復雌
を断念せしむる爲である。死刑流刑等を冤れたる揚合に提供さ
れる贈が政府に入ること言ム迄もない。か＼る揚合には凡て刑
律　　令　　絡　　式　　時　　代 19
部省の鍼贈司の監督の下に（零鉾殿贈醤農）、郡司之を徴牧して、現
物は郡に留め、数額のみ記録して國司に申告する定であつたが
（盆嚢後饗露女）、同司が大岡三年（A・Dβ08）一月二十日の詔によ
嬢止せられてよ鵬（雛鞍犠）、囚獄司が之に代う（野
濃覇篠’）、そして銅なきときは銭を以て之に代用し得ること＼な
つた（璽）。贈が私人に入る揚合には、既述の正賊の場合虹に官
沢入る贈銅の揚合と異ウ、財産なくして役身折酬するに際して
は、五年の限度を置かる㌧ことがない。額に満つる迄役身折酬
を縫糠すべきであつて、此黙財物出墨の際に支佛不能となつて
役身折酬する場合と杢く同様なウとせられてゐる（饗盆鑑衡露卑
篠型義轟黎）。即ち謳告の贈金の如きは、たとへ七八年か㌧るとも
縫績すべきものであつた（欝璽’）。
　坐賊に關してはなほ述ぶべきものがある。例へば恐喝して他
人の財物を取得するときは盗に準じて更に一等を加へて庭罰せ
られるのであるが（慧議篠・）、若し人の爲に侵害を受けブ～る者が
備償を求むるに際し恐喝を行つても庭罰を受けない（窪條）。然し
その際に餓分に取得すればその限度に於て恐喝罪でなく坐賊の
庭罰を受けるものとせられる（離隻）。叉債務の強制執行（張牽）
は債檀者が自力を以て行ひ得ぬのであつたが、執行に際しては
必ず’飼に申告して行尺と頒しブと（餓蟹鵬廉）。蓋し不常
執行を防止する爲でま）る。從つて若し、申告せずして之を行ひ
超過して財物を取得すれば、その部分に關し坐鍼を以て論ぜら
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繊（難藁欝霧榛）。加る揚合に1よr取與不和之剛であウ・
全部その財物は所有主に返還せらる＼ことを要した（髭覆算灘）。
其他、家畜を放牧することによつて、他人（叉は政府）の物を
侵損したる者があれば、輕きは筈二十、重きは坐賊を以て論じ
庭罰を爲すと共に、賠償も亦命ぜられたのである（籔馨護緩麟’〉
坐賊の塵罰は一尺に甥し筈十、累進して徒三年に至るものであ
つぬ（塞巖姦鞭’）Q　即ち、坐賊は賠償と刑罰とを併科せられた
わけである。
　人の生命身膿自由に關するものは、賊盗律・闘訟律等kよつ
て、多く死刑・流刑・徒刑・杖刑・筈刑の五刑を科せられてゐるの
であるが、稀に贈罪を許される揚合がある。過失傷害と、謳皆
との二場合である。過失によう人を殺傷しぬるときは情歌によ
蠣罪せしむ碇であう（躾姦灘ぎ・）、そしてその賭罪金は一
旦政府に徴牧したる後、被害者の所厨する家に交付する定であ
つた（舖饗〉濃令）。こ＼に被害者と言はずして家と言つて居る
のは、當時家族は凡て典産的治産方法を探つてゐブ～からである。
從つて同居の者が相侵しぬる揚合にはその徴牧交付は意味なき
が故に、贈罪金は政府が之を取得すべきものとせられブ～（型）。
尤も、盗人の過失殺傷は杢然贈を許さず、闘殺傷の法條を適用
して庭罰するのであつぬ（鵠籍欝榛）。過失傷害によウ贈が許され
プ～る貸例を基ぐれば、光孝天皇仁和元年（AJ）．885）十一月十日
右近衛府斯騰の近術兵ぬる從七位下刈田首貴多雄が、近衛府の
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府生（書記）完る多春野を過失傷したる事件である。刑部省は
噺罪して、律に從ひ贈銅を徴して被傷家に入るべきものとした
（雛璽醤糞穰舞）。
　謳告は言ふ迄もなく反坐するのが原則である（葎葬蓋告興震）。即
ち他人を箔れんとしぬ犯罪に封する刑罰を己が身に受けねばな
らない。然し護告者が身分高き者なること其他の理由によつて
贈罪することを許さる㌧揚合がある（釜餓後）。か＼る揚合には
贈罪金は一旦政府に牧納し拍る後、被害者の家に交付せられる
（禽嚢饗燦鎗・）。但し護皆事件が謹族明瞭ならず疑罪となウぬると
きは贈罪金は政府の牧入となる（型）。律令制に於ては我現行法
の如く「犯罪ノ謹明ナキトキハ・…無罪」（翠肇奨塗猿）といふが
　　　　　　　　　　　　　　　ヒトシク　　　　　　　　ヒトシ如き原則は探られて居らず、「虚實之謹等、是非之理均・…」き
揚合には、之を疑罪として輕く塵罰すべきものとされてゐたの
であつた（欝姦鑛獄）。
　　　　　　　　　　　　五
　撮てこれよう契約關係の存在を前提とするものに移るわけで
あるが、これには、貸借・貰買・質・寄託等が見られる。
　貸借の内、利息附の濡費貸借は之を出爆と稚し、他の無利息
消費貸借」と匠別してゐる。後者の意味に負債の語を川ふること
もあるが、然しそれは必ずしもか＼る狭義にのみ川ひられず、
出畢をも包括せる度義に用ひらる㌧ことあるを注意すべきであ
る。例へば雑令の公私以財物條末段の如し。狭義に川ひぬる例
22 我國中世の損害賠償制度
は雑律の負債違契不償條であウ、その疏文に「謂。非二出墨之
物一依。令合．理者。或歓二負公私財物一〇（下略）」云々と記して居
る。そして負債を契約に違反して償はざれば、歎額一端以上遅
延二十日に亙れば答二十の庭罰を科し、二十日毎に一等を加重
して杖六十に至卦、歎額が三十端となれば二等を加へ、百端と
なれば三等を加ふるに至る。而も之によつて備償は菟る＼わけ
ではなく、依然辮濟することを要した（蟹震蓬契桀後榛）。反之、利
息附のものなるときは、稻粟を以て出墨する揚合にも、その他
の財物を以て出墨する場合にも「任依二私契一〇官不。爲。理。」と稽
し、辮濟の遅延に關しては全く不干渉の態度を探う、「非二出息
之債一者。官爲。理。」とて爾者を匿別してゐる（露霧驚穐翁篠挙）。
そして逆に「違、法責。利。契外製奪。（略）官爲。理」とか「取、利
過二正條一者。任人糺告。利物並給二糸L人一」とか稚して、債構者
を責めるに急なる態度に出で＼ゐる（購榛）。大膿英國の一九〇
〇年のMOneylellder’s　Actと同一の立場に立つ。從つて貸主は
質物に依存して　沸を確保するの外なく、たとへ質物あウとも
質置人立會の、Lに、元本が利息を超過したる揚合に限ウ、管轄
宜司の許可を受けて賓却し、その代債を以て　濟を受くること
を得べく、計算上剰舩あら・ば返却すべきものとせられ“た。但し
本人逃亡叉は死去の際に、保人に代つて支彿はしむる程度の追
求柵燃められて繊（餓麟薇）（註）・
　（註）詳細に就ては拙稿r我利息法に封する支那法の影響」（早稻田法摩第＋一
　　　御滲照。
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　使用貸借叉は賃貸借に封しては律令は特別の表現を用ひて居
らないが、後に至ると借物の語が多く用ひられたるもの＼如く、
法曹至要抄はその中巻に於て借物條の表示を爲してゐる。無論、
律令中に土地の賃貸借たる賃租なる表現はあつたが、今枯くこ
れを論外に置く。借物を水火の爲に損敗したる者あらば、若し
故意に出でたる時は備償すべきであム、若し失火によう借宅が
焼亡する等誤失（過失）に基く揚合には備償を要せざるものと
定め（漿葵春所籍簸榛）、借物を故意に殿棄し叉は亡失したる揚合に
は備償することを要し（蟹讐姦器霧鶴濱護）、誤致したる場合亦同じ
く型）。但しそれが張盗せられたる揚合には、結果に於て滅失と同
様となることが多いが、然し責を負はしめるは酷に失するので、
備償を要せざるものとしてゐる（璽）。然らば篇盗せられブ～る揚
合は如何。これに關しては律令に何等の規定なく、從つて苑責
の根擦なきが故に、返還に代へて備償するを要すべきものであ
つた。法曹至要抄中巻第三十二條も亦同一の結論に到達してゐ
るが、然しその理由に於て、それが亡失なるが故にその義務あ
ゆとしてゐる黙は、過失亡失を認めて居らない條文の解繹とし
ては不適當と思、ふ。
　翠に保管を託せられたる預物（寄託物）を保管者が費消した
翻合には、坐燃一等轍じプ～る庭罰鞭け（馨熟）、そ㊧磁
傭償することを要した（謝撫需震）。然し誤失によ血て焼亡し・
叉は張盗せられたる揚合は、庭罰も無く備償の必要も無いもの
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と解せらるべきである（蓄轟窪葺彗篠）。預物が家畜等なる場合に
詐つて死失せウと言つて返還せざる事あらば、詐欺取財物の刑
よウー等を減じたるものを以て庭罰すべきものとせられた（隻葬
欝霧舖穫）。詐欺取財物の罪は盗に準じて論ぜられるわけである
から（鐸叢叢瀟穿’）、罰は可なう重い。備償を件ふこと言ふ迄も
ない（讐魏雛篠）。
　質物として他人に財物を交付したる揚合に、若しその質物が
水火の災厄に遭つて損敗したる揚合には、質取人の責任如何、
叉、被擦保債権の運命如何に關しては、律令虹にその注疏・義解
は特に規定を置いて居ない。そこで法曹至要抄は、雑律の水火
有所損敗條を引き、叉賊盗律謀反條疏文に「執憲履縄務從折中」
とあるを引いて、質取人は誤失に墓くものなるが故に、庭罰を
受けざるは勿論、賠償することも必要ではないが、斯くては、
代債の孚額程の貸金を受けて質物を渡し途に所有樺を失ふに至
うたる質置人に酷なる結果となるが故に、質置人は自己の債務
辮濟の責任を冤れるべきであると断案を下した。そして斯くて
こそ「彼是無損。自叶折中之法」と自讃してゐる（宰套養）。そして
同一の断案は、雑葎の棄殿官私器物備償條を引くことによつて、
質物が張盗によつて失はれたる揚合にも適用あるべしとしてゐ
る（璽）。質物が篇盗せられブ～る揚合には同一法條を引くことに
よつて備償の責を負はしめてゐる（旱美覆）。これ等のことは・法
曹至要抄作成の時代たる王朝末期に於ては、債務は櫓保物を稠
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立して考へられて居た事を示してゐる。
　折中の理法が鷹用せられたる場合として、代債牛額を渡して
而も財物も代債も焼失したる場合を・墨げ得る。例へば買主甲が
代債牛分を渡し完が財物はなほ乙の手許にある際に、双方とも
焼失しぬるときには、故意なき限う双方の損失となつて賠償は
行はれない。尤も、財物のみ焼けて代償が焼けなければ、それ
は買主に返却せらるべきである。叉買主甲の側に財物が既に來
て居つて焼亡したときでも、それが券契（謹書）を授受する前
ならば未だ責買は完了せず、乙の手許にあつた場合と同様の欺
態に在るわけであるから、爾損となつて、残蝕は支彿を要せざ
るものとせられる。然し券契後ならば飽く迄残直を果すべきも
のたること言ふ迄もない（添暮手翠莞篠）。更に進んで、代慣の牛
額を渡しブ～るに宅地焼亡したるときにも「折中之理。損盆相牛
之謂也」として、焼失しプ～る家屋を除外しぬる土地が、なほ渡
したる代偵以上の便値あらば、その差額を補充して費買を履行
すべく、以下ならばその差額を買主に返却すべきものとしてゐ
る（璽藻）。勿論渡しぬる代債が焼亡せずに在る事が前提である。
　次に責買の方法によわ他人に損害を加へぬる揚合の庭置に關
して観察すること＼する。難律は奴魏馬牛を責買し、その旨の
券文を作つて後三日醐のみは、若し奮病等あること登見せらる
れば返還を許す旨の規定を置き、欺問しぬる揚合の外は庭罰を
加へない（難秘提）。關刺｝はそ頒女鵬條に於て淑女聴愛｛
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買するときは本部の官司を脛て保謹を立て立券して代債を交付
すべきものと定め、且つその注に於て、馬牛は保鐙を取ム私券
を立つるのみ、官司を経ずと規定し、而も、義解文に其飴の貨物
はか㌧る必要なきものとしてゐる。立券は全くi暇疵捲保の爲で
あるから、奮病あらば之を悔返すことは當然であム、之は他方
に於て、牛馬を受取うて代債を辮濟せざる者には答二十が科せ
られるといぷ制裁規定あること（奢毅）と到慮する。他の財物
に暇疵あるとき如何に爲すべきかに就ては、律令は規定を置い
て居らない。之に封し法曹至要抄は、澹保文言なく「改易之
法」なきによウ前約（契約文面）に依るの外なきものと断案を
下して居る（牢五復）。勿詠行（粗悪品）濫（不正晶）の品を交
易すれば没官せられ、短挾の布畠を交易すればそれは本主に返
還せらる㌧定であるが故に（零蓼磐盤覆市）、此案文の適用ある場
合は可なウ狡く、犬鶏其他の物に過ぎなかつたであらう。若し
牛馬が返還を侯たず死亡するに至つ凌揚合には、頁主は代便を
返却すべきであるが、その際には減債即ち生馬と死馬との差額
を以て足ウる（諮潔寡鋒契篠）。死馬を買主保有するが故である。
死亡が非理の揚合には、買主にか㌧る梅利の無いことは言ム迄
もない（璽）。
　　　　　　　　　　　　六
　一膿律令は損害賠償に封し減便賠償の制を探蚤、從つて實損
賠償の制を探つて居るのであつて、他の立法例に於けるが如き
律　　令　　格　　式　　時　　代 ㎝
定額賠償の制を採つて居らない。例へば厩庫律はその故殺官私
馬牛條に於て、官私の馬牛を殺す：者は徒一年の刑に塵し、…替し
特に高憤なる馬牛なるか叉はその鯨の畜類を殺したるとき、拉
にこれ等のものを傷害したるときには、減償を計ウて盗罪に準
擦して塵罰し、憤格減少せずとも筈三十に塵すと定め、その上、
常に減憤を賠償すべきものとして居る。誤殺傷の場合には塵罰
せずと錐も減債のみは之を賠償すべきものとする（里）。叉、馬
牛に限らず官私の畜産が官私の物を殿食するその現行犯に際し
之を殺傷すれば、故殺傷に三等を減じたる塵罰を科せられ、而
も減債を賠償すべきものとせられる（讐駿嚢寝私）。なほ、畜主
はその畜産が殿食したる物の憤格を賠償することを要しブ～（塁）。
こ㌧に畜主とはその時に於ける臨時専制者（管理者）をも包含
する（璽）。減債と畜主の賠償とが相殺を許されブ～か否か（麓曇窮
尭震）、叉許されずとすれば軌れが先に　泌されることを要した
かの1鮎に關しては、何等擦るべきものなく不明の事に属する。
厩庫律の官私畜産殿食條の疏文を以ては之を決定し得ない。唯、
此疏文には「出費直布三端」云々の交あウ、生牛五端に封し死牛
三端の債値あるものとせられて居ウ、不用意に基げプ～實例では
あらうが、前條の實例の生畜十端に封する死畜の二端と考へ合
せ、死畜の便格が可なう高領であつブ～事を知る資とはなり得る。
厩牧令官私馬牛致死條に「其皮宍。所在官司出賓。途。領納二本
司一」とあるのも、それが相常の傾格ぬりしことの一謹左である
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（義解）。叉此畜産に關する法則が奴蝉に適用あムしか否かも全
く不明である。
　減債賠償の例虹にその他の例の以て知卦得る通ゆに、律令の
賠償制は慣格賠償・金銭賠償であう、現物賠償・原歌同復ではな
い（昏梨暴鶴蛋攣b頁）。唯官物を歓失し遊る揚合には例外として、
出來得る限ム現物賠償の方法kよ卦、若しそれが不可能なる場
合に初めて便格賠償によるべきものとしてゐる（零灘官鑛）。
　最も興味ある事は、律令が既に緊急防衛を認めて居ることで
ある。「其畜産欲。触二詔人鴫而殺傷者。不・坐不』償」との厩庫律
の規定である（讐騒養篠私）。たとへ家畜によつて傷を受くるに
至らなくとも、即ち實害の襲生を侯たず危瞼の切迫を威じて行
ひぬる殺傷なるときは、虎罰せられざるは勿論のこと、何等の
賠償も要求せられては居らないのであ，る。叉、苑責の事由とし
て不可抗力も藪へられて居プ～。そしてそれは火災に關して認め
られ、神火叉は神災と稽せられた。延暦年問弘仁年問に於てそ
卿が見られる（囎顎至）．
第三式目條目時代
　鎌倉幕府のジ、陰本法陀卦し御成敗式同（貞永式目）は、それの追
加法たる式目新篇追加と共に、室町幕府の時代に於てもその墓
本法となウ、更に建武以來追加が加へられて、法律生活は行は
れて居た。よつて爾：者は一括して槻察することが可能である。
式　　圓　　條　　目　　時　　代 29
それの亜流たる條同（守護大名の分國法）に關し亦然ウ。
　この時代の地方政治は、大膿守護と地頭とによつて行はれて
居ブ～と言ひ得る。地頭は庄園叉は庄園化した國領（郷保）に在
つて、主として年貢の徴牧と納入とを行ひ、守護は地方の警備
k當つた。地頭は武士たるZと竜あウ然らざることもある。然
し殺伐なる世相に於ては武士たることを便宜とし、叉事實武士
たることが多かつた。そして鎌倉に將軍が幕府を開きその實勢
力歴倒的なる欺況k在つては、地頭は競つて御家人とな多、或
は鎌倉幕府よム積極的に庄園の領主（本所、本家、領家）に封
し口入（推薦）を行ひ、以て御家人を地頭ブ～らしめた爲、御家
人たる地頭が大部分を占めるに至つブ～。從つて地頭と言へば鎌
倉幕府の地方官と考へられ勝ちであるが、實は寧ろ職能的には
庄園領主の代官であウ、叉多くの者は幕府にも人的關係を結ん
でゐたものなることを留意すべきである。
　ともあれ地頭は本所に封して、前時代に於ける國司・郡司の
’官人が朝延に封する如き作用を螢んでゐブ～。そしてやがて前代
の國司に於ける不三得七の法則の揚合と同様、年賞納入の請負
制度が行はる＼に至ウ、請所と稻せらる＼こと頻繁を加ふるに
至るのである。これ庄民よム徴牧せる年貢をなほ未進（未納）
なうと稽して本所への納入を怠ること多き爲、その口實を防止
せんが爲であつた。この傾向は早くも鎌倉の初期に於て見られ、
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御成敗式目はその第五條に於て定を爲し、若し確實に未納たる
揚合には、その額を「辮償」すべきであり、而も数額多くして
到底一時に辮濟し難きときには三ケ年間に「辮漕」すべきもの
とした。そしてか㌧る裁到を受けたるに拘らずなほ遅滞すると
きには所職は「改易」（冤職）せらるべしとしてゐる。室町幕
府の頃に於ても同様の方針が探られて居つたことは、槻慮三年
（A．D。1352）七月廿四日御沙汰に於て、若し牛額を室町幕府の
兵粗料所として提供し遊残る額の年貢を、本所に「分渡」さ繊
者があれば、その土地を取上げて本所の直轄地とする旨の規定
あるによつて明らかである（稀武鍋奮農）。この事は丁度、前代の
國司等が交替式其他によう公廊を没牧されブ～る事と甚しく類似
して居る。否それよ卦張化せられてゐるとも言へる。蓋し、公
癖の場合は一年分のみなるに、此場合には全くその地位を奪は
れるが故である。尤も實例に依つて見ると、未進の納入に代へ
て地頭得分樺を一定年限問委付することも可能であつた。例へ
ば、弘安四年（A、D．1281）三月三日の石清水八幡宮寺領たる、
阿波國櫛淵庄の地頭秋元左衛門次郎泰恒等の、領家との和、輿状
に於て見らる＼が如くである（委暴歪重事登晃夏蟻水）。否寧ろ室町
幕府時代に入れば委付が張制せられてゐるのである。例へば貞
和二年（A．D。1346〉十二月十三日の沙汰に依れば、未納あ墾て
裁判に附せられその結果辮償を命ぜられたるに、なほ實行を澁
つたが爲に途に地頭職を剥馨せられ、その跡に新司が補せらる
式　　目　　條　　目　時　　代 31
る場合に、「前司未濟五分之一相慮之地」は本所に「分付」せら
れ、本所の一圓知行地とせられてゐる（空貫纈聾護）。
　一膣年貢をば地頭は何時迄に上納すべきであつたか。即ち何
時を過ぐれば「未濟」とせられたか。これに關して元享二年
（遵LI）・1322）一月十二日の新編追加が存する。それに依れぱ、原
則として翌年二月であ外京に迭致する場合でも翌年六月迄で
あつた。その時期を過ぎ抑留（未濟）して居れば奉書（支沸命
令）を幕府の裁鋼所よ蚤下さる㌧こと＼な鉱それに從つて辮
濟しなければ再度「催促」を途げ、而もなほ之を怠るに於ては、
使者を遣し重ねて實否を訊し、若し眞實なるときには「可。改二
所職＿」（免職）きものと定めてゐる（藝攣莞覆）。「催促」して辮濟
を命ずる期問は、地頭の所在地と領家の所在地との距離によウ、
叉未進の多少によう斜酌を加へ決定すべきものとする（里）。こ
れ等の事は國領即ち國司の管轄する地域の地頭に關し定められ
たのであるが、他の揚合も之に準ずることは推知し得る。
　叉、室町幕府に入ウてようの貞和二年（瓦1）ユ346）十二月十
三日の定ではあるが、地頭等が現在支配の地を他の地と「得替」
（換地）するやう本所（國司領家）よめ命ぜられ自己のものを
提供し虎るk而も未だ替地を賜はらざうしとき、同一の本所よ
ウ賜はつて居る他の所領の年貢を留概して進納せざる樺利は之
を認めず、然る揚合には之に封し　償せしむる旨定めて居る
（魏墾嚢疸）。
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　式同にも前代の交替式に似たる定あることは、興味ある事柄
である。帥ちその第四十六條に於て、所領得替に際しては所當
年貢は全部新司によつて徴牧さるべきであウ、唯前司の私物・雑
具虹に所從・馬牛等は前司の持去るに任せ之を抽留すべからざ
るものとしてゐる。尤も重科あるによつて没牧の刑に庭せられ
て居る場合kは此限でない。江戸幕府の下に於ける國替・改易
の揚合に於ける庭置の先駈的制度である。
　　　　　　　　　　　二
　地頭とその管轄琿域の人民との關係に關し式目第四十二條は
規定を置いて、人民逃脱叉は逃殿の揚合に年貢所當の未濟ある
を理由として妻子を抽留し資財を奪取する領主があるが、か＼
る庭置は甚しく仁政に背く塵置であるが故に、之を停止する。
年貢所當の未濟あらぱその額を逐次辮濟せしむるの墨に出づべ
く、それ以外の債務たる場合には損物を糺返す方法を探う、土
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミノ民の去留はその意に任すべきものとした6然しその後なほ「身
シロ代」（人質）を取ることは止まざウしと見え、式目新編追加は重
ねてその禁止を命じ、その第九十一條に於て「土民去留事」と
題して「任二員数＿致二其　一〇不、可、成二其身以下妻子所從等煩＿」
と定めて腔る。恐らく延慮元年（A・D．1239）、即ち貞永元年（A・
D・1232）を距る七年の定であらう。然るに、同じく新編追加の
第八十六條は「取流土民身代事」と題し、斯當公事の未納ある
に際し「爲》令〉致二共辮一」に身代（人質）を取ることは「定法」
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であるとして之を容認し、唯少分之未進（少額の未納）叉は吹
毛之各（些細の違反）を理由として身代（人質）を流質として
奴牌に愛ぜしむることを禁止して居る。そして辮濟期を永く脛
過して居つても負物（負債）を辮濟すれば人質の「請出」に慮
ずべく、辮償（辮濟）の力無くして自登的に流失（流質）を申
出でたる揚合には、近傍の地頭代に問合せて相當債格を定めて
過剰代債を身代（人質）の親叉は主人（所有：者）に給付し、放
文（譲渡謹書）を取ることを要するとしてゐる。前段との相違
は如何にして生れたか。恐らく此後段の法條登布の正慮六年
（A．D．1293）五月は、前段のものよう五十藪年後となるが故に、
政策の漫更あうたるものと見るべきであらう。
　個人間に於て犯罪行爲あムたる揚合叉は債務不履行あ多ブ～る
揚合に關しては、式目虹にその追加は「一倍の辮」即ち倍額の
交付といふ方法を好んで用ひてゐる（註一）（註二）。先づ財産犯た
る張盗・篇盗に關する式目の定を見ると、その第三十三條に「右
既有二断罪之先例一〇何及二猫豫之新儀一哉。」とあり、その内容不
明であるが、新編追加の第百十七條は乾元二年（A．D．1303）六
月の定として張盗を夜討・山賊・海賊等と共に流刑に庭せらるべ
きものとし、篇盗に關しては第百十四條に於て被害債額三百文
以下は一倍を　償して「可〉令二安堵一」とし、三百文よう五百文
に至る揚合には科料銭式貫文を徴牧し賊物は被害：者に返付すべ
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く、六百文以上に限ム「一身之答」即ち膿刑を課せらるべきもの
とした。但し三百文以下の少犯た蚕と錐も再犯すれば六百文以
上に準ずる庭置を爲すべしとしてゐる。財物の多寡によつて塵
分を異にする方法は律令法制の保存であるが、少額のものには
實刑を加へず賠償のみを以て結末をつける鮎に於て異つてゐる
（豊綾馨蟹）。尤も律の倍臓の制に多少似遊る庭も存する（賓蓉蕪）。
唯添付せらる＼金額が告訴人に入るに非ずして、初よめ被害者
k入る制となつてゐる鮎に於て異ることは、説明する迄もある
まい。實刑を加へられる揚合に關しては次條に規定あ外初め
は流刑・自由刑を用ひてゐたのであるが、間もなく煩に堪へず
して之を腰し、初犯は火印をその身髄面上に捺し、三犯に及べ
ば死刑とすることに改めた。但し犯人武士たる場合には初犯と
錐も遠流に庭せられた（秦昌摯璽覆加）。
（註一）此事は他にもその實例があり、京都大番を勤仕すべき輩が若し一ケ月邊滲
　すれ’ば、それに代へてニケ月勤仕すべきものとしてゐるo：文暦二年（A・D。1234）
　七月廿三日の定は之を示す（新編追加二一六條）o
（註二）信玄家法、上、第三十五條の「及二棟別鏡一倍増可二披露＿」云々の規定も
　その｝・例である◎
　此篇盗を三段に匿分して庭置する法條の成立年代は充分明ら
かではない。御成敗式目制定の前年たる寛喜三年（A．1）ユ231）
四月十一日の定（藝響豊覆）には、「盗犯人巾。假令銭百文若二百
文之程罪科事。如》此小過者。以二一倍一可〉致二共辮一也。於二重
科輩一者。鵬召二取共身一〇」云々の文がある。此文は六波羅の
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臆へ申遣したるものであることは吾妻鏡の記事によつて明臼で
あるが（喬昔藻）、一般に劃して更に同年五月十三日の定あ鉱「假
令於二銭百文以下盗犯一者。以二一倍一令二辮償一〇可冷〉安二堵共
身一〇至二子三百文已上之重科一者。臨搦二取共身一〇」云々と言
ひ（醤饗奨架張をぼ墜古婁書鐘麗讐歓停し）・重科の内容をや」具謄化
して、前者と共に二段に匪分して塵置してゐる。叉、式目制定
後数年を経たる嘉頑三年（A．D・1237）四月廿日の評定所の決定
は、「盗賊臓物事」と題し「右已依二賊物之多少一〇被、定二罪科之
輕重一畢。假令銭百文。若二百文已下輕罪者。以二一倍一令三辮
償二之一〇可ム令ム安二堵其身一〇三百文以上之重科者。縦錐〉行ゴー
身之科一〇」云々と述べてゐる（攣黎）。次いで寳治二年（A．D・
1248）七月十日「盗人罪科輕重事」と題し、「先日被二定置一畢。
而守二彼歌一稻．爲二小過一致二一倍辮一之後。猶以企二小過之盗犯＿
者。准二重科一可・被・行二一身之答一〇」云々と定め（翌轡塁覆）、全然
科料銭武貫文を含みたる三段匝分を知らざる規定の仕方である
（暫蓼鶏悲落奪携襲慧農皇盤篠苫誕卜）。從つて恐らくは此年以
後に於て、多分式目新編追加の目録に示すが如く乾元二年（A・
1）．1303）の年に於て、前掲の三段匠分の規定は現はれたるもの
と想像せられる。斯く槻じ來れば式目策三十三條の「断罪之先
例」とは前揚寛喜三年の定を指したるものと推定して大膿誤な
しと思はれるo
　室町時代に入ると、動産の盗賊よ卦は鱗ろ不動産の盗賊とも
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言ふべき、所領への飢入横領が頻々として起つブ～。飢世たるが
故である。之に鍔する塵置としては、犯人が地頭職、守護職等
の所領を帯ぶる者なるときは、それの二分之一叉は三分之一叉
は全部牧公の塵分を行ふ例であつた（醤蕩彗聾究盆譲螺躊）。そ
して若しか㌧る所帯なき者ブ～る揚合には流刑殊に遠流に庭した
（璽）。謂は噺帯ある者は閏刑を認められてゐたわけである．
而して被害者本人に封しての塵置としては、稀に例へば観慮二
年（A．D．1352）六月十三日の沙汰に於けるが如く、押領已後得
分の物を返し進むべしと定めて居る事もあるが（釜謬覆疸）、多
くは唯押領の所職を返付する事を定むるのみである。
　所領への飢入の目的が所領押領の如き永績的目的でなく、軍
にその年限ムの牧穫物盗取に在つた場合には、之を苅田狼籍と
稽して前述の場合と之を匿別し、所帯ある：者はそれの三分之一
叉は五分之一の牧公、所帯なくんば流刑の塵置が探られてゐる
（肇嬰禁豊整藤）。被害者に封する賠償の規定は見當らない。
　牛馬の放牧による損害に封して慶長三年（A・D．1597）の長曾
我部元親百箇條第七十八條の規定は、輩に放牧を爲しぬるに過
ぎざるときは百文の科料銭の上納を爲さしむるのみであるが、
若し立毛を損したる揚合には作主へも百文出すべしと定め、我
法制に於て極めて例外的に見る定額賠償の制を探つてゐる。
　次に佃人問の債務不履行あうたる揚合を見るに、債務の登生
原因につき、出基（利息附消費貸借）とそれ以外のものとに分
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たれること前代と同じ。出墨は銭を以てする揚合と米其他の物
を以てする揚合とに分たれ、銭を以てする揚合には特に利銭出
墨叉は墨銭と稻せられた。而して鎌倉幕府開設後漸次墨銭は動
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　ヲ産質を以てする献況となつた。これ質屋轡業：者たる土倉の登達
に因る。叉私領・御恩所領等の質券（土地質入）見質（抵當）
等も行はれた。叉買戻約款附責買たる本銭返、本物返の制も行
はれた。即ち凡て櫓保附の形を探う、無捲保にての貸付は實際
上行はれ飢ととなつブめである（響義告編莇F簾）・
　利息制限に關しては當代に至つても前代の制が引績き行は
れ、嘉様二年（AJ）。1226）正月廿六日の下知歌虹に寛元二：年
（ADユ244）六月廿五日の執達献はその旨を言明して居る（嚢暴
濃豊垂雇）。　即ち、一般の私出墨は四百八十日につき一倍（年利
七割五分）墨銭は一年牛倍年五割であるが、軌れもたとへ二年
三年叉はそれ以上滞納しても利息は一倍に過ぎざるものとして
ゐる喫灘講。隅一而から見れば所謂一本一利制による
利息の制限であるが、他方から見れば滞納による損害に封する
賠償額の限定とも言ひ得る。此事は永享十二年（ん1）ユ440）十
月廿六日の本銭返所領に關する定に於ても見られる（釜竺発奎濃）。
而して若し十ヶ年問訴訟を提起せず滞納のま㌧放置すれば、利
息のみならず元本まで時数によつて消滅せしめられた。これ弘
安七年（ん1囎84）八月＋七日の｛1鞭ある（擢難泄）。室町幕
府の制も同一であつたが、此制を悪用する者多かウし爲か、永
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享二年（ムD・1430）十一月六日に至ウ、十年・を経たる後も三倍
の額丈け返納を強制すること＼し遊。但し既納利息多額なる揚
合kは此限でなかつた（務重畳甕濠）。かくて古借書が蘇生すると、
我も我もと借主虹にその子孫に封して講求を行ひ、到底際限な
き故、途に永享九年（A’D。1437）十月十三日再OO政策を改め、
十ケ年迄は一倍二十ケ年迄は三倍の講求を認めるが、ご十ケ年
を過ぎたる古借の請求は之を却下すること㌧し允（鑑些畳変農）。
然し斯くてもなほ三倍の請求を許すは過當な卦と考へ、永享十
二年（へDユ440）十月廿六日には更に之を改め廿一ケ年以内は
一倍と改めぬ（発塾発答濃）。然し債務不履行に封し眞に正面から
損害賠償を認めたるものとしては、唯一一つ永享八年（践Dユ436）
五月廿五日の定あるのみ。即ち同日以後は從來の方針を改め、
百五十日問に三同の催促を行ひなほ　濟を受け得ざるとき、訴
訟を以て請求したる揚合には、「本利相當返　之外。爲二過怠分一
相二副彼拾分一一〇可、被二責渡4也」とした（発些畳喪濃）。　即一割
に相常する過怠金が特約の有無に關せず請求し得たのである。
天文十六年（AJ）ユ547）制定と稻せらる＼信玄家法、上の第五
十條に於て「米銭借用之事。至二一倍一者。頻可〉加二催促一〇此L
猫令二難澁一者。可》有二過怠一〇」云々とあるものも、恐らく典流
を汲むもグ）と，思はれる。
　大膿に於て鎌倉室町の債糀法は債務者保護に傾いて居つたと
雷へる。その端的な表現は徳政であウ、初は御家人保護の爲に
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責買を否認して本銭（責買原債）を以て買戻に慮ずる乙とを強
制したのであつたが、進んで質入所領よウー般の動産に及ぴ、
而も買戻す迄もなく直ちに所有占有の権は原所有者に復婦すべ
きものとするに至つて、質取人其他の債権者の権利は否認せら
れたると同様の結果となウ、替鐘其他の無利息債権を除く一般
の債権は、過怠金は勿論のこと、利息否元本迄も法律上の保護
を受け得ざるに至ることが屡主であつた。但し徳政は決して永
績的なるものでもなく、且將來にその敷力は及ばないのである
から、上述の如き債権者保護の法制と債務者保護の法制とは、
時間的に噺績して、「だんだら」模様を成して行はれてゐたので
あつた事を注意すべきである。
　人質は庫倉に於ける動産質と異鉱占有質たる限ム之を勢働
せしむることを得るが故に、利息を徴牧すべからざること㌧な
つてゐる。但し特約あるときは格別である（斎題縷追）。人質に
は二種類ある。典一は一般自由人が封象たる揚合であウ、他は
所從維人等の非自由人が封象たる揚合である。前者は前代に於
ても當代に於ても、責買と同様に質入も禁止せられて居つブ～o
唯寛喜三年（AJ）ユ231）甚しき飢健あめ、政府の手を以てしては
到底充分なる救濟を爲す能はざる事態となつたので、從來の禁
止を一時解除しブ～。そして「就二養育之功勢一〇可〉爲二主人一」き
ものとせられた（嚢警姦篇鐙嘉宅老暴寧）。然し此解除は、八年程経て
廻翫年（ん1）ユ239）五月六Fl（醗雛寵誘に）に禁止令の出
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づる迄縫績したに過ぎない（嘉晃藝覆疸）。此「人倫（人身）費買之
御制（禁制）」以前訴訟が起されて裁到繋属中のものは、それが
債務不履行に基き「質人」を入流すべき鐙書面ためし場合には、
その趣旨を貫き債椹者の斯有構取得を認むること＼した。これ
に反して、それ以前に既に入流し遊る揚合でも未だ訴訟を提起
して居らなかつ凌揚合には、債務者は「一倍之辮」をして、帥ち
債務の倍額を相手方に交付して人質を取戻すことを得べきもの
と定めた。帥ち事後に於ける倍額支彿によウ債務を免る㌧こと
を得しめたのである。これ建長六年（A、D，1254〉五月一日の定で
ある（嘉見毫綾這）。年代不詳の式目新編追加に「依・不・償二負累一〇
爲二質物一被二押取一子息所從等雑人事」と題し、訴訟を経ず十ケ
年を過ぎたる場合には、奴碑難人は之を流質として所有樺が債
椹者に移轄し了るといふ式目第四十一條前段を引用し、ブ～とへ
自由人ブ繭とも質人となうてよう訴訟を経ず辮濟もせずして室
しく十年を経過すれば同様の結果たるべく、唯十ケ年を経過せ
ざるものに限蚤一倍を辮濟して質人を糺返す（請戻す）ことを
認むるとの規定がある（斎見暫饗疸）。恐らく延慮元年（践1λ1239〉
以前のものと思はれる。何となれば自由人責買と同一の殿果を
暴ぐる自由人の質入を、たとへ張制的質入なウとは言へ之を認
めて居るからである。か＼る一聯の、訴訟を純たることを墓準
として法律上の敷果を認め或は認めざる思想は、「鎌倉方の裁
判」の構威を伸長せんとする慮よ卦出でたる事は言ふ迄もある
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まい。
　鎌倉幕府の頃顯著に現はれ疫る制度に惣領と庶子叉は寄子の
制がある。惣領は主君其他外部關係に於ては、庶子・寄子を代表
し、その奉仕（公事、所當、軍務）其他に關し責任を負はしめら
れた。從つて若しそれ等の者がその奉仕を怠ウたるときには、
一慮惣領が代つて之を納付することを要する。而して後日それ
等の者よウ惣領は「辮償」を受けることとなる。然し往々kし
て辮償を爲さざることがあつブ～。か＼る揚合の裁剣に當つては、
揚合によつて「以二一倍＿令二　償一之。」揚合によつて「依二時儀一
被二裁許一。」といふ献態であつブ～。然し斯くては敷果墨ら澱故
に、今後ほ、現在未濟の分は從來通ムー倍を以て辮償せしめ、
將來の分は所領を取上げて之を惣領に與へる方針を探ると弘安
七年（瓦正）．1284）十月廿二日定むるに至つた（嘉塁整饗濃）。叉永
仁二年（AJ）ユ292）七月五日の定も、燐常公事を未納したる揚
合には、その庶子に代つて惣領は得入分（牧入）を以て支沸ふ
べく、然らば庶子は「任二奮例一可）致二一倍辮一之山。可〉被二裁
許一〇」きものであウ、若しそれに違背すれば所領を牧公せらる
べきものとした。但しその庭分は、必ず「問歌一箇度之後」に於
て一慮任意履行を待ち、違期に及んで期限を定めて再慮の催促
を加へ、而もなほ不履行したる揚合に之を行ふのであつた（姦暴
攣揉）。
　　　　　　　　　　　　　四
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　以上述ぶる所の外k、なほ海上に於て磯達しぬる特殊なる損
害賠償制度が此時代には存在した。契約關係の存在を前提とせ
ざる船舶衝突の揚合、鮭に荷主と荷主との揚合の外、契約關係
の存在を前提とする船主と借手（船舶賃借人）との揚合、船頭
（船長）と荷主との揚合等、可なう廣汎に及ぶが、法源として
は、廻船式目と海路諸法度とがその主なるものである。前者は
貞慮二年（ムDユ223）三月十六日北條義時の制定したる慣習法
の成文化なウと言ひ傳へられて居るが、文薩等よ蚤見て此年代
には疑問がある。た思それは實際上弘く行はれてゐた事には疑
がなv・。叉後者は、天正二十年（A．Dユ592）一月廿七日に豊臣
秀吉によム制定せられたるもので、種々の黙に於て前者と共通
黙を有してゐる。從つて一括して考察する事ができる。
　先づ船舶衝突の揚合を見るに、沖合航行中に衝突が行はれた
るとき、風下の船が加害者たる揚合には責任なく（秦奨灘馨）、
風上の船が加害者疫る揚合には、風下の船よウ風上の船に一人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　カヂヅカたウとも移乗し遊ること（翠讐養目〉、叉は風上の船に梶柄を携へ
つ㌧移乗したること（薩難翼覆）を條件として、船舶虹に積荷に野
して風上の船に責任あること＼なる。川の内にて上ウ船と下ウ
船と衝突しブ～る揚合に於ては、下ウ船加害者たるときには責任
なく、上ウ船加害者ブ～るときには、．L述の如き條件を要するこ
となく常に有資となつブ～（邊鶏轍〉。但し風上の船が貴重品を積
載して居ぬ時には、風上風下の匿別なく加害船に責任あうとせ
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ら繊（雍難欝）。
　港に碇泊中の揚合には、若し風力強く、人力を極度に用ひた
るに拘らず逸走して風下の船を損傷せしめたるに於ては、風上
の船は風下の船に封し何等の責任なきものとせられてゐる（羅
奎昆第）。然し入港が異時なるときには、後の入港船に責あるべ
く、二艘共に損傷し遊る揚合には各自の負澹と定められてゐる
（欝灘馨）。
　同一船舶に積まれたる積荷の荷主と荷主との問には契約關係
なきは勿論である。然し難波に瀕したる爲め、船頭によう積荷
の一部が海中に投棄せられ（捨荷、打荷）他の積荷がそれによ
り救助せられたる揚合には、荷主間には其損失を分澹すべき義
務が生ずる（契餐許募蕗藷窪麓㍗輩晃羨僻彙筆…盛）。現行法所謂共同海
損の場合である（勇肇老発発篠）。鼠喰其他の理由によう船中に於て
侵損あう凌る荷物に關し亦同じ（翠撃葵篠）。同檬の事は、船が借
船なるときの船主と荷主との問にも見られる。即ち船主と船頭
（借主）、船頭と荷主との問には契約關係存するも、船主と荷主
との問には契約關係は存在して居らない。然し荷物を捨てたる
爲に船が無事なる事を得た場合には、爾者は損害を分捲すべき
こと㌧なる（翠攣杢農）。そして過不足は之を清算する・か＼る分櫓
を配常と稚した。蓋し、損失を配常するが故である。加害者あ
らば之に封し賠償を請求すべきも、加害は不可抗力によつて行
はれたるが爲め、被害者相互問に於て、公不に之を配常し分搬
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すること㌧なる。沖にて大風に逢ひブ～る揚合に準ずるものは、
沖にて叉は湊にて火災を生じ遊る揚合であム、此揚合も前述と
同様の塵置となる（羅露壽暴護暴‡美篠）。但し、之によつて失火者
の責任は苑る㌧ものではなく、その者は庭罰を受くべきであつ
た（撃爆謄）・
　配當の割合は、配當地に於ての債格が標準となる。或は出港
地たることあ参或は目的地たることあ蚕或は最近寄港地れるこ
とがある（灘蓑暴箋‡農）。船と船とが本船枝船の關係あるとき、
荷主と荷主、船主と荷主との責任關係は二様の結論となる。「親
の越度（落度）は子に懸ゆ、子の越度は親に掛事無之」との法
諺の適用によ卦、若し本船の方にて投荷を行ひ喪るに枝船の方
は無事なムし場合には、損失の配當は本船の船主及荷主問にの
み行はれ、枝船の船主及荷主は無關係であつたが、逆の場合に
は本船の荷主等も損失の配當に加入すべきものと定められてゐ
る（翠盤稜目）。換言すれば、本船の荷主等は枝船の荷主等に封し
片務的に損失分櫓を行ふべ：き定であつたのである。配常の方法
等に關する詳細の説明は今之を省く。
　契約關係の存在を前提とするものとしては、第一一に、船主と
借手との問の債務不履行が考へられる。借船が返還不能に陥ム
たるとき、例へば借受人が航海寄港地等に於て訴訟に敗れ船を
失ひブ～るときには、借受人は之を賠償すべき責を負ふとせられ
てゐるが（難罷簾翻蜘轍謎）、学寺約の数力は認められ譜
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し當事者間に豫め「沖山不知」と定めて其旨の謹書を作成し置
きたるときには、借受人が「沖ニプ…、湊ニテ…」叉は「陸
宿ニテ不屈ノ儀仕出シ」その爲その船が返還不能に陥つても、
借主の責任なきものとせられてゐる（醗覆蒙菱）。但し借船契約
後、未だその船陸上に在つて保存の爲外側を灼くに際し、之を
焼破るに至うたるときには、必ず借主に於て辮償すべきもので
あつて（謬露壽暴霞暴‡圭綾）、前述特約の敷力外である。
　船舶に就ての賠償の方法は出來得る限ム現物賠償（原歌同復）
の方法が探用せられて居ム、借主は同型同大のものを喪失船の
賠償として給付すべきであつた（難牽勇稜度）。（註）。叉船舶衝突に
於て加害船安全なる揚合に、若し被害船主の要求あらば、加害
・船主は自己の船を提供して被害船をi受領すべき義務があつ喪
（爆毒薯五）。同様な趣旨の下に、若し貸主たる船主が違約したる
ときには、貸主には「右の船程成」（同型同大の）代船を提供す
べき義務が課せられる（謬諜鍛纂…篠講海）。　然しこれ等以外で
賠償の行はれる揚合には、金銭賠償の方法に依つた事は言ふ迄
もない。
（註）住田正一氏「日本海法史」二一九頁は、海路諸法度第十九條に「サダメザル
　借船仕候時」とあるは「サダメタル」云々の誤爲なりと噺定して層り、而も根櫨
　は何蝶示してゐたいo然しか』る電大なる鮎は特別なる理由なき限サ齪爲と噺ず
　るよりは、之を地かして判断すぺきものと考へるo愚見によれぱ、この「サダメ
　ザル」は第二條の「神山不知ト定候」云々に力八るので、か』る特約なき揚合を
　意味して’ゐるものであるo
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　船舶の借主は、その借ウたる船舶を完全なる姿に於て保持し
且つ返還すべきであう、種々の破損は之を修理すべき債務を負
ふてゐた。轟喰虹に出入に際しての船膿の破損、揖樒碇其他の
属具の紛失破損は凡て之を修理補完すべ：きであつたのであるが
（男墾議旱笙羨修）、消費物的なる網の切断の如きはその要なく（翠半
雇）、叉出入に際しての過分の破損は配當の方法に依る等、特に
注意すべき規定も見られる（殿蕃八）。若しこれ等の規定に從は
ざるときは、債務不履行あるものとせられ、賠償が要求せらる
ること＼なる。況んや船舶の借賃を支沸はぬが如きは、たとへ
運航の結果損失を蒙蚤たる揚合と錐も債務不履行たらざるを得
ず（翠墾議圓）、否、出航に先つて借主が不當に解約したるときに
は、彼は船主に封し約定賃借料全額を支沸ぷべきものとさへせ
られてゐる（曼半綾）。但し示談を妨げない（橿毒）。これ純然ブ～る債
務不履行に墓く希望利盆喪失（1ucrum　cessallS）を根擦とする
損害填補の事例である。
　契約關係の存在を前提とするもの㌧第二に船頭（船長）の債
務不履行が考へられる。船頭は自己が船舶所有者たる揚合、船
舶所有者に雇傭せられて居る場合、船舶賃借人に雇傭せられて
居る揚合等、種々あ卦得るわけであるが、廻船式目及ぴ海路諸
法度は、これ等を1匠別することなく船頭の責任を定めてゐる。
凡て積荷に封する保管虹に安全蓮迭義務の違背あらば、船頭は
荷主に封して、契約違反にジ，駅損害賠償を爲すの責あるものと
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定めてゐる。例へば乗衆（荷主又はその代理人）船衆（船員）
出帆を躊躇する揚合に船長強ひて出帆せる爲損害生じたるとき
（辮茜農）、不可抗力に非ずして濡荷を生ぜしめ積荷の晶質低下
を來したるとき（穰藷鎮凄秦醤覆）、船員が積荷を「取逃」げ叉は「盗
み走ム」したるとき（羅露藷塁護藁‡聖綾）等はその例である。但
し此最後の揚合には免責條項が置かれて居う、たとへ荷物は登
見し得ずとも、犯人を荷主へ引渡したるときkは賠償の責なき
ものとせられる（橿秀）。
　最後に荷主の債務不履行が考へられる。然し之に關しては殆
んど規定の見るべきものが無く、僅かに積日記に記載せられざ
る積荷の荷主が、自己の物を投棄せられても他の者に封し配當
を要求し得ざるに（羅露藷塁鍵暴‡酉綾）、その荷物助かウたる時
には配當金を出すべき事と定められ（羅露藷暴籠秦‡扇綾）、問接に
運賃蓮脱の者に制裁を加へることによつて、之が蓮脱を防止せ
んと圖つてゐるのみである。直接に制裁する規定は無い。
第四　　結 語
　以上述べたる斯を綜合すれば、契約關係の存在を前提とする
ものとせざるものとの墜方に亙る違法行爲に於て、或は之に封
し刑罰に加へて損害賠償が命ぜられ、或は賠償のみが、或は刑
罰のみが科せられたのであるが、その賠償が命ぜらる＼揚合に
は、欧洲中世に於て見るが如き定額賠償制を採らず、大禮に於
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て實損賠償制を探つて居ウ、唯可なウ頻繁に倍歎賠償制とも言
ふべき　「一倍之辮」の方法が探用せられて居ることが眼につ
く。帥ち利息制限に於ける一本一利制度とそれは思想的根擦を
同じくするものであム（量建箆養馨筈隻嘉鑑あ鍵蓉、翻）、叉今日の手
附金倍額戻しの制度（嚢綾五）とも相通ずるものであつて、要
するに倍額を戻すことによつて責任は解除せらる」との思想に
基く。叉、定額賠償即ちBUsse，Wergeldの制が歓洲中世に於
て刑罰に代ム決定的重要性を以て君臨してゐた事と考へ合せる
と、我國に於ける損害賠償が違法行爲に甥する反撃としては寧
ろ補助的地位に在ゆしことも亦、我法制の特色と言へよう。殊
に生命身艦侵害に關して然卦。
　叉、時代的相違として特に顯著なのは、律令格式制下に於て
見られなかつた海上法が、殊kそれが可なう現代の資本主義法
制に近き姿に於て武家法制中に現はれて居ることである。この
事は、前代に於ける官物の蓮迭が官船によつて行はれて居う、
而も商品生産が微弱たるが爲に、その運途の要請乏しかウしも
のが、庄園の螢達によう私船による年貢虹に商品運迭が螢業と
して成立し得ること＼なウ、こ＼に資本主義的経螢を墓調とす
る海上法の登達を見たるものに外ならない。そして船舶衝i突等
は刑罰の封象となることなく、軍に損害賠償の封象とせられた
のであつぬo　　　　　　　　　　　　　　　　　　（終）
